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簡単な自己紹介

出身：北海道弟子屈町（道東出身）→高校まで弟子屈、大学は東京へ

航空会社
地上係員＠羽田空港

下着メーカー
マーケティング、営業戦略・分析、予算関連、人事関連

JICA（国際協力）
プログラムオフィサーとして研修プログラムの企画・運営・評価

北大（大学）
学術研究員として自治体の観光マスタープランづくり等

メルボルン大学大学院博士課程（現在在籍中）、北大Cats研究員
地方自治体（特に観光地）における住民参加について研究



地域おこし協力隊の業務（募集時）

2021年11月より一般社団法人倶知安観光協会にて勤務（札幌から）

業務概要
一般社団法人倶知安観光協会（地域ＤＭＯ）での業務となります。

（主な業務）
1)観光地のマーケティングやブランディング（情報発信、統計分析、需要把握など）事
業運営など。
2)各事業実施に必要な申請手続きなど。
3)地域行事やイベント企画、運営及び各種団体への支援やお手伝い
※隊員の職務や経験に応じて業務内容を決定します。



何をしたいか（面接時）

住民の住民による住民のための観光・地域づくり

1. 長期的なビジョンで
2. 地域住民主体の
3. 地域住民のための

打ち上げ花火、専門家やコンサル任せ、観光客＆投資家だけ？

オーバーツーリズム、住民参画、環境問題、エネルギーetc…
大学院の研究（フィールドワーク）も兼ねて







北海道大学 観光学高等研究センタ ー　 第 10 回（ 2022 年度 第 1 回） オンライン観光創造フォーラム

観光地から 日本の民主主義について考える

2022 年5 月27 日（ 金） 16 : 30 ～ 18 : 00

定員50名 ｜ 先着順 ｜ 参加無料
オンラインで 開催します。 参加には zo om での接続が必要です。

近年、世界各国や日本国内で民主主義の危機が話題に上ることが多い。実は、こうした危機は、地域で直面する課
題とも大きく関連しており、インバウンド観光の動向や地域政策の内容にも直結する。
では、こうした民主主義の危機は、地方の地域社会・観光地域において、とりわけ、人々の地域社会への参加や責
任という面で、どのような影響を与えているのだろうか？
講演者は、これまでこうした問題意識に基づき一連のフィールドワークを行ってきた。そこから見えてくるのは、私た
ちの生活自体が極めて政治的であるということである。今回の講演では、民主主義、そして政治が、観光とどのよう
に関係するのか整理するとともに、こうした文脈を踏まえつつ、私たち自身がどのような実践を通して地域を、そして
社会を築いていくべきなのか、あらためて考えてみたい。

h ttp s : //zoom .u s/w e b i n a r/reg i s te r/W N _ e o5 N tn L-RD W 3fvU m Z2W x CQ詳細情報・ 参加申込み

By Clker-Free-Vector-Im ag es/Pixabay

詳細情報・ 参加申込み

はこちらから
［ 主催・ お問い合わせ］

北海道大学観光学高等研究センタ ー  on l i n e -f o rum (a t) ca ts . h o k ud a i . a c . j p

 ＊(a t) 部分を ＠に置き換えてご 送信く ださ い。  ＊タ イト ルに「 第〇回 観光創造フォーラムについて」とご 記載く ださ い。



活動の成果

ネットワーク構築

• 山岳ガイド＆アウトドア関
連の人材

• フットパス仲間
• 環境問題に関心がある人た
ち

• 自治体の枠を越えた協力隊
（倶知安町、ニセコ町、仁
木町、余市町、その他）

• 国内外の研究者（北海道、
東京、大阪、ドイツ、イギ
リス、オーストラリア等）

多様性の外部への発信

• メディアが報じない地域の
多様性

• 観光だけでない地域
• 山だけでない観光
• 声が大きい人だけでない人
々の暮らし

• 町や観光のあり方に対する
様々な意見

様々な発見

• 観光／地域づくりの課題
• 自分の意見を表明すること
の大切さ→そしてその結果

• 住民参画の多様な形
• 他地域の協力隊の地域との
関わり方

• 国際リゾートといいながら
国際標準に合わない様々な
体質や家父長制が根強く残
る組織体制？



活動の限界

観光協会の
業務

協力隊の
業務

博士課程
での研究

地域は多様、協力隊は微力、
個人でできることは限られてい
る

＝協力隊という役割の難しさ

協力隊という役割を最大限活
用できたら良かった

＝組織に拘束され過ぎた？

研究者という肩書きはコンサルで
ない限りあまり必要とされない

＝意思決定の場にどうしたら参
画できるか



今後の展望
まだ定まっていないが…

地域に「公共」の場を作る

老若男女、バックグラウンド問わずみんなが集まれる場をつくる

ハコモノだけでなく、そのような空気も作りたい
施設を作るorそれを管理するor町内の人＆外から来る人が自然と集まれる場所、
ゆくゆくは移住・定住の相談、市民の活動の相談に乗るetc…

長期的で継続的な活動が必要、ゆるくつながることも視野に

イメージ：ニセコ中央倉庫群（出典：ニセコ町HP中央倉庫群）



ありがとうございました


